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１． プログラムの目的 

 平成２４年、全国で登下校中の児童生徒が死傷する事故が相次いで発生したことから、平成２４年８

月に各小中学校の通学路において関係機関と連携して緊急合同点検を実施し、必要な対策内容について

も協議してきました。 

通学路における児童生徒の安全確保については、大分市においても重要な課題であるため、「大分市通

学路の交通安全対策庁内連絡会議」が中心となり計画的な対策の実施を定めた「大分市通学路交通安全

プログラム」を策定しました。平成３１年４月からは、「大分市通学路安全プログラム」と名称を変更し、

既存の「大分市交通問題協議会」や学校、地域の関係者等と連携を強化しながら、本プログラムに基づ

き、児童生徒が安全に通学できるよう通学路の安全確保を図っていきます。 

 

＊「通学路」とは・・・公道を原則とし、交通事故及び犯罪事件の未然防止の両面を勘案して、学校が

選定した安全な道 

 

２．「大分市交通問題協議会」の設置 

 学童・園児の通学路等における交通事故防止はもとより、広く交通安全対策の徹底を図るため、以下 

をメンバーとする協議会を昭和６１年に設置しました。 

 

  委員 

・国土交通省大分河川国道事務所計画課長 

・大分県大分土木事務所企画調査課長 

・大分県大分土木事務所管理課長 

・大分県大分土木事務所道路保全課長 

・大分中央警察署交通第一課長 

・大分東警察署交通課長 

・大分南警察署交通課長 

・大分市都市計画部都市計画課長 

・大分市都市計画部まちなみ整備課長 

・大分市都市計画部都市交通対策課長 

・九州旅客鉄道株式会社大分鉄道事業部工務課長 

・大分市市民部生活安全・男女共同参画課長 

・大分市土木建築部土木管理課長 

・大分市土木建築部道路建設課長 

・大分市土木建築部道路維持課長 

・大分市教育委員会学校教育課長 

 

 ３．「大分市通学路の安全対策連絡会議」の設置  

 庁内関係各課との連携を図り、通学路の安全対策に取り組むため、以下をメンバーとする「大分市通 

学路の交通安全対策庁内連絡会議」を平成２４年度に設置しました。また、本プログラムは、この会議 

で議論し策定しました。 

なお、平成２７年度より、大分土木事務所道路課、大分中央警察署交通第一課、大分東警察署交通課、

大分南警察署交通課の課長および担当職員が新たに委員として参画するようになったため、「大分市通学

路の交通安全対策連絡会議」と名称を改めました。また、平成２８年度より、国土交通省大分河川国道

事務所調査第二課長および担当職員が、平成３１年度より、大分中央警察署生活安全課、大分東警察署

生活安全課、大分南警察署生活安全課の課長および担当職員が新たに委員として参画するようになり、

「大分市通学路の安全対策連絡会議」と名称を改めました。 
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  委員 

・大分市市民部生活安全・男女共同参画課長、担当職員   

・大分市土木建築部土木管理課長、担当職員 

・大分市土木建築部道路建設課長、担当職員   

・大分市土木建築部道路維持課長、担当職員 

・大分市教育委員会学校教育課長、担当職員   

・国土交通省大分河川国道事務所計画課長、担当職員 

・大分県大分土木事務所道路保全課長、担当職員   

・大分中央警察署交通第一課長、担当職員 

・大分東警察署交通課長、担当職員       

・大分南警察署交通課長、担当職員 

・大分中央警察署生活安全課長、担当職員    

・大分東警察署生活安全課長、担当職員 

・大分南警察署生活安全課長、担当職員 

 

 

４．取組方針 

通学児童生徒が交通事故や犯罪、声かけ事案等の被害に遭わないためには、道路環境や交通安全施設の

整備のほか、通学路の見直しや児童生徒への交通事故および犯罪被害防止に向けた安全教育・指導、あ

るいは地域や学校等関係者による通学時間帯における交通指導や見守り活動などハード・ソフト両面で

の包括的な対策が必要です。 

そこで、学校等関係者、警察、行政・道路管理者等が連携し、一体となって通学路の安全対策に取り組

みます。また、これらの取組をＰＤＣＡサイクルとして、繰り返し実施し、通学路の安全性の向上を図っ

ていきます。 
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 [通学路安全確保のためのＰＤＣＡサイクル] 

                      Ｐｌａｎ 

 

 

      

Ａｃｔｉｏｎ                       ・現地調査 Ｄｏ 

                      ・対策の協議 

 

 

 ・定期点検の実施 ・ハード施策の実施 

    ・危険箇所の把握 Ｃｈｅｃｋ ・ソフト施策の実施 

・通学路の選定 

  

  

・対策箇所の現況把握 

                     ・プログラムの修正・見直し 

 

５．具体的な取組について 

（１）合同点検及び対策の検討 

  ○学校から通学路に関する要望（大分市交通問題協議会に関する要望事項）が提出された後に、道

路管理者等による現地調査や合同点検などを実施します。 

   ＊年度途中に要望が出された場合も、必要に応じて現地調査や合同点検などを実施します。 

○調査・点検終了後、道路管理者等が対策について検討します。 

○大分市交通問題協議会を開催し、検討結果について協議・情報の共有を図ります。 

 

（２）対策の実施 

  ○警察や道路管理者、学校等関係者により歩道の整備や横断歩道の設置のようなハード対策や、交

通規制や通学路の一部変更のようなソフト対策など対策必要箇所に応じた安全対策を実施します。 

 

（３）対策効果の把握   

○対策効果について学校等関係者から意見を聞きます。 

○「大分市通学路の安全対策連絡会議」を定期的に開催し、対策必要箇所の現況把握や「通学路交

通安全プログラム」の見直し等を行っていきます。 

   

（４）対策の改善・充実 

  ○学校は、夏季と冬季に保護者や地域の関係者と連携して通学路の定期点検を実施し、安全確認を

行うとともに、新たな危険箇所の把握に努めます。 

○学校は、交通安全施設等の改善要望がある場合は、年度末に「大分市交通問題協議会に関する要

望事項」として教育委員会に要望書を提出します。 

＊緊急対策必要箇所が発見された場合は、その都度、学校は教育委員会に要望書を提出します。 

  ○学校は、地域の実情に応じた安全な通学路を選定します。 

 

 

 

合同点検及び   

対策の検討 

対策の実施 対策の改善・充実 

対策効果の把握 

３ 



 

６．その他の取組 

 （１）安全教育・指導の徹底 

 ○学校は、外部機関講師等による安全講話や自転車安全教室の開催、視聴覚教材や通学路安全マッ

プを活用した指導等を積極的・計画的に実施するなど、安全教育・指導の充実に努めます。 

 

（２）地域との協働による安全確保 

 ○学校は、保護者や地域関係者等と連携して、登下校時における交通安全指導や見守り、パトロー

ル等を計画的・継続的に実施します。 

 

 

 

４ 



【 学校関係者による安全対策の検討・実施 】

　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　　ハード対策ができない

　　　　　　　　　ハード対策ができない

 ハード面での対策

 ソフト面での対策

　　　【 関 係 機 関 に よ る 安 全 対 策 の 協 議・実 施】

　通学路の一部変更や立ち番等の
安全対策を講じる

　　　　　　　ハード対策ができない

3
○通行量が多い危険箇所
   か？

4
○事故が頻発する危険箇
   所か？

【道路管理者】
路側帯の整備（カラー化含む）
【公安委員会】
一方通行規制、時間帯規制

歩道整備できない

ソフト面の対策が必要

8

○側溝・道路排水が悪い
   箇所でないか？

○人通りが少なく危険な箇
   所でないか?
○歩道が暗く危険な箇所で
　 ないか？

　　　　　　　ハード対策ができない

【その他】
街路灯や防犯灯の設置
　
こども連絡所等緊急避難場所の確保
通学路の変更や保護者、地域ボランティアによ
る見守り

　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

【道路管理者】
ガードレール・ガードパイプの設置

【道路管理者】
側溝の改良、排水溝の整備

　通学路の一部変更や立ち番等の
安全対策を講じる

交通安全施設等の改善が必要

○交差点やカーブで見通
   しが悪い箇所でないか？
○道路標識が薄れて見え
  にくくなっていないか？
○交通安全施設等の破損
  箇所はないか？

○道路に段差や転倒のお
  それのある箇所はない
  か？

○高低差・河川など転落
  の危険がないか？

○落石や落下物の危険は
  ないか？

11

9
○倉庫や空き地など人目
  につかない危険箇所で
  ないか?

6

10

【道路管理者】
歩道改良・歩道整備（通学路で学校の校門から半径１
ｋｍ、又は、利用する児童・生徒が４０人以上であれ
ば、整備要望が可能。ただし、道路管理者との事前協
議が必要）

歩道整備可能

【公安委員会】
信号機（押しボタン式・歩車分離式・半感応式・
時差式）の設置、横断歩道の設置、スピード規
制
【道路管理者】
ドットラインの設置、横断禁止防護柵（ガード
レールガードパイプ）の設置、交差点マークの設
置
【その他】
横断旗の設置、登下校の見守り実施

【公安委員会】
信号機の（押しボタン式・歩車分離式・半感応
式・時差式）設置、横断歩道の設置、スピード規
制、一時停止規制
【道路管理者】
交差点マークの設置、カーブミラーの設置
【その他】
交通安全啓発看板設置、登下校の見守り実施

【 安 全 点 検 の 実 施 】

7

○安全な通行が確保でき
  る幅員か？
○幅員が狭い箇所で歩道
 が整備されているか？

1

2

5

　交通安全施設の要望を、教育委
員会に提出する

【道路管理者】
カーブミラーの設置や修繕、交差点マークの設
置や塗替え、ガードレールの設置や修繕、道路
照明（防犯灯等整備）の設置や修繕
【公安委員会】
スピード規制、横断歩道の塗替え
【その他】
樹木の剪定

(チェック項目）

ソフト面の対策が必要 　通学路の一部変更や立ち番等の安全対
策を講じる

交通安全施設等の改善が必要

　交通安全施設の要望を、教
育委員会に提出する

　交通安全施設の要望を、教育委員会
に提出する

交通安全施設等の改善が必要

ソフト面の対策が必要

交通安全施設等の改善が必要
　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

交通安全施設等の改善が必要 　交通安全施設の要望を、教育委
員会に提出する

ソフト面の対策が必要 　通学路の一部変更や立ち番等の
安全対策を講じる

交通安全施設等の改善が必要

ソフト面の対策が必要

交通安全施設等の改善が必要

ソフト面の対策が必要 　通学路の一部変更や立ち番等の
安全対策を講じる

ソフト面の対策が必要

ソフト面の対策が必要 　通学路の一部変更や立ち番等の安
全対策を講じる

交通安全施設等の改善が必要

　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

　通学路の一部変更や立ち番等の安全対
策を講じる

ソフト面の対策が必要

交通安全施設等の改善が必要 　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

交通安全施設等の改善が必要 　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

　通学路の一部変更や立ち番等の安全対
策を講じる

12
○遮断機のない、無人踏
   切はないか？

【ＪＲ】
踏切の設置

交通安全施設等の改善が必要

ソフト面の対策が必要

交通安全施設等の改善が必要

【管理者】
崖など法面の補強工事や老朽化した建物の環
境改善

道路管理者等
が検討

道路管理者等が
検討

道路管理者等
が検討

道路管理者等が
検討

道路管理者等
が検討

道路管理者等が
検討

　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

　通学路の一部変更や立ち番等の安全対
策を講じる

　通学路の一部変更や立ち番等の安全対
策を講じる

ソフト面の対策が必要 　通学路の一部変更や立ち番等の安
全対策を講じる

ハード対策が可能

○蜂や毛虫の大量発生、サル
やイノシシ等の出没が多い箇
所はないか。 ソフト面の対策が必要

【道路管理者】
転倒防止柵

【管理者】
害虫の駆除や所有者を通じて草刈・剪定など環
境の改善、パトロールの実施等

　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

改善

改善

改善　交通安全施設の要望を、教育委員会に
提出する

道路管理者等が
検討

　通学路の一部変更や立ち番等の安
全対策を講じる

改善

７.通学路の安全点検から安全対策までの流れ

道路管理者等が
検討

改善

改善

改善

改善

改善

改善

道路管理者が  検
討

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

改善

改善

道路管理者が
検討

道路管理者が
検討

道路管理者等
が検討

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

ハード対策が可能

危険箇所が見つかった場合

5



３月下旬
交通問題協議会に関する要望事項
の提出
＊各学校から出された要望を教育委
員会が取りまとめ、生活安全・男女共
同参画課に提出する。

時　期
「大分市通学路の安全対策連絡
会議」に関する動き

　「大分市交通問題協議会」に
　関する動き 学校の動き

4月中
連絡会議の開催
今年度の取組や要望内容の確認
等を行う。

通学路の選定と調査
（調査期間　3月上旬～4月上旬）
＊通学路図を教育委員会に提出す
る。

5月上旬

5月下旬

6月下旬 対策検討

7月下旬
協議会の開催
*道路管理者等より報告された対策
内容について協議・徹底を図る。

8月中旬
要望事項の回答通知
＊教育委員会から各学校に通知す
る。

8月下旬

11月下旬
連絡会議の開催
改善状況の現況把握等を行う。

12月下旬

1月上旬

2月下旬
連絡会議の開催
改善状況の現況把握や安全プログ
ラムの見直し等を行う。

3月上旬

交通問題協議会に関する要望事項
の提出
＊安全点検などで把握した交通安全
施設等の改善要望を教育委員会に
提出する。
＊前年度にまとめた要望を、次年度
の要望としてあげる。

８．通学路の安全対策　年間計画　　　　

通学路の安全点検の実施及び報告
書の提出（調査期間　夏季休業中）
＊教育委員会に報告書を提出する。
＊交通安全施設等の改善事項があ
る場合は、年度末にまとめて、大分市
交通問題協議会への要望事項として
提出する。
＊ただし、緊急な要望については、
その都度、提出する。

通学路の安全点検の実施及び報告
書の提出（調査期間　冬季休業中）
＊教育委員会に報告書を提出する。
＊交通安全施設等の改善事項があ
る場合は、年度末にまとめて、交通問
題協議会への要望事項として提出す
る。
＊ただし、緊急な要望については、
その都度、提出する。

「大分市通学路の安全対策連絡会議」並びに「大分市交通問題協議会」
に関する要望事項等の現地調査
＊教育委員会、生活安全・男女共同参画課、道路管理者、警察等
による合同点検を実施する。

自転車安全教室の開催
＊警察や交通安全協会等と連携を
図る。

その他の安全教育・指導は

年間を通して随時実施
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